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摂南大学薬学部教授
｜声！ｌｌｌ那

ダイオキシン・環境ホルモン対策国民

会議は、９９年１１月２０日、第３回シンポ

ジウム「ダイオキシンの原因を絶った

めに 廃棄物・素材対策を考える」

丿 証 言- -．

基調講演をする宮田教授（東京都港区内幸町プレスセンターにて）

は じ め に

ダイオキシン類は地球的規模で環境や人体の汚染をもたらし、し

かも現在の汚染レベルで人体に生体影響を及ぼす可能性が強く指摘

されている超毒性の環境汚染物質である。そのため、近年、ダイオ

キシン類問題はわが国をはじめ世界諸国で最も大きい関心事のーつ

となり、その汚染軽減対策が進められている。

ダイオキシン類とは、ダイオキシンｏ（ＰＣＤＤ）、ポリ塩化ジベン

ソフラン（ＰＣＤＦ）およびコプラナーＰＣＢ（Ｃｏ-ＰＣＢ）を含めた３種

類の化合物の総称である。各化合物ともに置換塩素の数と位置の相

違により多数の同族体や異性体が存在するが、現在、ＰＣＤＤで７種、
ＰＣＤＦで１０種およびＣｏ-ＰＣＢで１２ｆ重の毒性の強いものを対象として毒

性評価が行われている。しかし、これらの評価対象化合物においては、

毒性が最大１０万倍にも異なるため、最強毒性の２、３．７、８一四塩化ダイオ

キシン（２、３、７、８-ＴＣＤＤ）に毒性換算した濃度である１２、３、７、８-ＴＣＤＤ毒

性等価量（ＴＥＱ）を用いて汚染影響評価が行われる。毒性換算濃度
の表示は、単位の後にＴＥＱを付けることが国際的な取り決め事項と

なっている。

ダ イ オ キ シ ン 類 汚 染 の 特 異 性

これまでの環境汚染は、主として特定の発生源や工業製品等によ

る比較的限定された範囲で起こっていた。従って、その汚染対策は

比較的容易であった。しかし、ダイオキシン類に関しては様相が全

く異なり、近代の物質文明により大量に使用される消費材等が最終

を開催しました。シンポジウムの第１部

では摂南大学薬学部教授で国民会議の

発起人でもある宮田秀明さんの基調講

演がありました。要旨をご紹介します。

みやたひでＳき０１９４４年大阪生まれ。１９６９年大
阪府立公衆衛生研究所主任研究員、摂南大学助教授
を経て、現在摂南大学薬学部教授。専攻は環境科学、
食品衛生学、公衆衛生学。著嗇に「よくわかるダイ
オキシン汚染」く合同出版）、「環境と健康」く共著、
ＨＢＪ出版）ほか
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的に廃棄物となり、その焼却処理過程において非意図的に発生する

ものであることから、先進諸国を中心として広範囲な生活環境を汚

染する結果となっている。換言すれば、廃棄物の排出者が加害者で

あると同時に被害者でもある。このような加害者と被害者が一致す

るような環境汚染の縮図は、これまでに皆無と言わざるを得ない。

従って、ダイオキシン類汚染は我々の日常生活に直結しており、そ

のために国民的関心の極めて強い環境問題となっている。

ダイオキシン類の９０％以上は、ごみ、産業廃棄物、病院廃棄物な

どの廃棄物焼却施設から発生するが、その他にも、製鉄工場、非鉄

工場、製紙工場、セラミックエ場、セメントエ場、ガラス工場、化

学工場などの製造工場からも発生することが明らかになっている。

ダイオキシン類は主にこれらの発生源から排煙とともに大気中に放

出され、環境汚染を引き起こし、最終的に食物連鎖を通して人体汚

染をもたらす。

ダイオキシン類の問題点は、超毒性、難代謝性、高生体蓄積性と

ともに、環境中で極めて安定していることである。半量の分解に要

する期間は、土壌中で半年以上、湖の底質（堆積物）中で１年以上

にもなる。そのため、一旦、環境汚染が起こると、長期間にわたっ

て汚染が持続することになる。

ダ イ オ キ シ ン 類 の 毒 性 評 価 と 耐 容 一 日 摂 取 量

１９７６年にオランダでごみ焼却場からダイオキシンが発生すること

が指摘されて以来、欧米諸国を中心としてダイオキシン類の毒性研

究は精力的に行われ、他の環境汚染物質に比べて膨大な数のデータ

が発表されている。

ダイオキシン類は、肝臓、腎臓、皮膚、心臓などの障害、生殖障害、

催奇形性、造血機能障害、発がん、ホルモン撹乱作用など、多岐にわた

る生体影響を及ぼす。これらの中、実験動物で鋭敏に認められるもの

は、肝臓障害、生殖障害、免疫抑制および発がんである。１９９０年代の初

期においては、これらの障害に対する無毒性量は、１、０（珀ＰｇＴＥＱ／ｋ９／

日●の超微量であると判断されていた。しかし、その後の研究により、

この無毒性量よりも微量でラット、サルに精子数減少、免疫抑制、生

殖器奇形、神経障害の胎児毒性、および成体のサルに子宮内膜症を起

こすことが判明したため、昨年５月にＷＨＯ●は、ダイオキシン類の

安全な摂取量である耐容一日摂取量の基準値を１０ｐｇＴＥＱ／ｋｇ／日か

ら１～４ｐｇＴＥＱ／ｋｇ／日に変更した。

胎児毒性や子宮内膜症を起こす最小毒性量における母体や成体の

蓄積濃度は、２８、０００～７ｙ３、０００ｐｇＴＥＱ／ｋｇにすぎない。そして、このよ

うな体内蓄積濃度になる人の一日摂取量は、体重１ｋｇあたり１４～

３７ｐｇＴＥＱと推定された。無毒性量を最小毒性量の半分とし、不確実

係数を５として求められたのが、上記したＷＨＯの耐容一日摂取量

である。このＷＨＯの変更を受けて、わが国でも検討が行われ、凶年

○正式名：ボリ塩化ジベンソ・Ｐ．ジオキシン

●ＩＰ９：１兆分の１９，ｐ９：ビコグラム

＠ＷＨＯ＝世界保健機関

〈参考資料〉日本各地における母乳中のダイオキ
シン濃度と乳児の摂取量

＊国立環境研究所、福岡県保健環境礪究所、埼玉県による
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○各国における大気中の（ＰＣＤＤ＋ＰＣＤＦ）濃度
阿ｃ考

日本工業地帯近傍の住宅地１９９０～９６！０．１０～１、６バ０．６９）

日 本 ｜ 大 都 市 １ ９ ９ ｏ 心 ６ ＝ ｏ ・ ｏ ２ ダ ・ ７ ６ ミ ｏ 烈

日本沖都市１９９０～９６１０．０１--１．５６、０．５６）

日本淑ックグラウンド１９９ｏ～９６ｉｏ．ｏｏ～０，３２（ｏ．ｏ６）

アメリカｉ都市域
アメリカ１農村域

１９８９０．０８～０．１８

１ ９ ８ ９ ０ ０ ５

ドイツ｜工業地域
ドイツ｜都市域
ドイツ’農村域

１９９４
１９９４

１９９４

Ｏ、１５

００７～０．３５

０．Ｇ３--Ｏ、０７

イギリス｜都市域 １９９３０、０４～０１０

スウェーテン｜都市域
スワェーテン｜郊外域

１ ９ ９ １ ０ ． ０ ２ ４

１ ９ ９ １ ０ ０ １ ３

木の数字は平均値

ＯＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲｖｏｌ４

６月、耐容一日摂取量の基準値が、１０ｐｇＴＥＱ／ｋｇ／日から４

ｐｇＴＥ（ｌ／ｋｇ／日に改正された。

環 境 汚 染 の 現 状

平成２年度以降、環境庁は全国の大気汚染濃度を調査している。

表゜に示すように、わが国の工業地帯、大都市および中都市の住宅

地における最高濃度はいずれも１❹あたり２ｐｇＴＥＱに近接してい

る。しかし、このような高濃度は欧米諸国では認められず、アメリカ

で０．１８ｐｇＴＥＱ、ドイッで０．３５ｐｇＴＥＱ、イギリスで０．１０ｐｇＴＥＱにす

ぎず、わが国の大気汚染は諸外国より十数倍高い状況にある。この

原因は、世界で最大量の廃棄物が焼却されるにもかかわらず、発生

抑制対策が諸外国よりも約１０年遅れて２年前の平成９年から始まっ

たことにある。ダイオキシン類の大半は焼却過程で発生している。

排ガスとともに放出されたダイオキシン類は、大気汚染を通して土

壌、河川、海洋などの環境媒体を汚染し、最終的には主に食品経由

で人体汚染がもたらされる。すなわち、大気汚染は各種環境媒体の

汚染を律則している。このことから、わが国の環境全体が諸外国よ

りも汚染力償い状況にあるといえる。
一般的には、人口密度が高く、商工業が活発な大都市地域ほど大

気汚染や海洋汚染は高く、ダイオキシン類汚染は都市型汚染の様相

を呈する。しかし、埼玉県の所沢市と狭山市の境界地域で産業廃棄

物焼却施設が密集するような、発生量の多い地域では特異的に高濃

度の環境汚染が認められる。最近ではこの地域から埼玉県東部の騎

西市に産業廃棄物処理が移りつつあり、この地域の大気汚染はさら

に高くなっている。また、隣接地の幸手市は準工業地帯であるが、

大気汚染が重度であることから、各種工場からもダイオキシン類が

発生している可能性が考えられる。

超高濃度土壌汚染が検出された大阪府豊能郡美化センターにおい

ては、焼却灰を直接取り扱っていた従事者の血液中のダイオキシン

類濃度は一般者の約１０倍も高く、高濃度汚染を受けていた。この施

設の焼却灰の濃度は全国の焼却施設の平均値に近いので、同様な汚

染は全国の焼却施設で起こっている可能性が強い。今後、全国的な

調査が必要と思われる。問題となるのは、焼却灰にはダイオキシン

類以外に恐らく数十万種類の有機物と有害な重金属が含まれると思

われることから、従事者はダイオキシン類と膨大な種類の有機物お

よび重金属による複合汚染を受けていることである。従って、今後、

追跡調査を実施し、影響評価をすることが重要である。

ダ イ オ キ シ ン 類 の １ 日 摂 取 量

１９８０年代では、食事、大気、水、土壌を経由するダイオキシン類

の１日摂取量は、体重１ｋｇあたり１２．４ｐｇＴＥＱであった。しかし、最

近では２．６ｐｇＴＥＱに急減している。このような摂取量の減少は、わが



国の環境汚染が軽減したために起こった現象ではない。京都大学の

酒井氏らの研究成果によれば、琵琶湖や大阪湾の底質コアの汚染濃

度は、１９６０年代から急増し、８０年代に最高値を示し、そのままの横

ばい傾向で現在まで汚染が続いているからである。摂取量の減少は、

近年、食料輸入率が６０％にまで急増し、汚染軽度の開発途上国や先

進国から輸入された汚染軽度の食品を多食することに起因している。

しかし、その反面、約４０％という異常に低い食料自給率に大きな問

題を孕んでいる。

人口が膨大な開発途上国の急速な経済発展は、賃金の上昇をもた

らし、穀物中心から肉を多食する食生活への変換が予想される。エ

ネルギー換算で、肉食は約２～６倍の穀物消費が必要となる。しか

し、近年世界の穀物生産量は横ばい傾向に加えて、魚介類の生産・

捕獲量は減少傾向にある。さらに、年間の人□増は８、０００万人にも及
ぶことから近い将来には世界的な食料不足の時代を迎え、輸入食料

の価格の急騰が予想されている。しかし、わが国の農業の復活には

長期間を要するため、「日本人は何を食って生きていくか」という言

葉すら出てくる。いずれにしても、輸入食料の価格高騰のため、わ

が国の食料に依存する状況になるから、わが国の環境汚染の軽液化

は極めて重要である。一方、中国や韓国の経済発展を考えると、今

後、偏西風によるダイオキシン類の飛来量の増加が予想されること

から、国際的な抑制対策を講ずることも大事である。

人 体 汚 染 の 現 状 と 問 題 点

大阪府の調査により、母乳汚染は１９７０年代から半減していること

が明らかにされた。これは上記したダイオキシン類摂取量の減少を

反映したものである。しかし、最近の母乳調査の結果に基づいて算

出した乳児のダイオキシン類の１日摂取量は、体重１ｋｇあたり６７．１
～１４９ｐｇＴＥＱとなり、耐容一日摂取量を約１７～３７倍も超過する。ま

た、福岡や埼玉の最高汚染者では、超過率は約５０～９０倍にもなる。

このように母乳汚染は深刻な状態であるが、母乳には有用な免疫抗

体や栄養素の補給などの利点がある。このようなことから、母乳の

安全欧を科学的に検討することが緊急課題である。
一方、国際的には、母乳汚染よりも胎児毒性が重視されている。

それは、一般的に化学物質は成体よりも組織形成期の胎児により鋭

敏に作用するからである。その例はサリドマイド症にみることがで

きる。大阪医科大学産婦人科の植木教授との共同研究で、ダイオキ

シン類の９０％は胎盤を通過することが判明した。従って、高蓄積性

のダイオキシン類による胎児毒性か緊急課題のひとつとなる。

今 後 に 向 け て

９９年３月の閣僚会議で「ダイオキシン類対策推進基本指針」が打

ち出され、また、７月には議員立法の「ダイオキシン類対策特別措
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＠再利用可能容器＝リターナブル
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置法」が成立し、いよいよわが国でも本格的にダイオキシン類対策

が進められることになった。しかし、根本的には、産官民一体とな

った協力のもとに廃棄物の排出削減と再利用を促進し、廃棄物焼却

量を抑制することがキーポイントである。しかし、これらの行為の

進捗程度は、焼却そのものの意味や焼却がもたらす影響等の理解如

何にかかっている。

まず、「燃やす」とは、「合成と分解の反応を超速度で繰り返し、

数秒間で一種類の化合物から千種類以上の非意図的物質が生成する

熱化学反応ｊであることを理解すべきである。もちろん、多種類の

物質を含むごみを燃やした場合、膨大な数の熱反応物質が生成し、

ダイオキシン類はそれらの氷山の一角にすぎない。一次に、ごみの焼

却は高額の経費が必要で、１０万人のごみの焼却費は１日に平均５００万

円を要する。このような経費面以外に、焼却は、ダイオキシン類等

による環境や人体の汚染、資源の枯渇促進、地球の温暖化促進など

の極めて深刻な問題を誘起する。このために、廃棄物の排出量抑制、

脱焼却および再資源化は、資源のないわが国にとって緊急かつ必須

課題である。

我列固人が身近にできることは、

１）ごみになるものの入手削減（買い物袋の持参、不要なものは持

ち帰らない）

２）再利用可能容器＠の物品購入（例：瓶ビール、瓶入り牛乳、瓶入

り醤油、瓶入りソースの購入）

３）ごみとして焼却される運命にある塩素系プラスチック製品や塩

素系プラスチックを含む製品の購入をやめる（消しゴム、ノート、

筆箱、カバン、サランラップなど）
４）ごみの再利用促進（再利用の検討、別の目的での有効利用の検

討、バザー・フリーマーケット等で他人に譲渡）

５）ごみの徹底分別への協力（現在のごみには大量の塩素が含まれ

ている：塩素含量１％一塩素を含まないプラスチックを燃やし

てもダイオキシン類が生成する）

６）リサイクル製品の購入促進 -リサイクルを進めるために不可

欠

７）ごみを野焼きしたり、小型簡易焼却炉で燃やすことを中止
設備の完備した焼却施設でごみを燃やす
８）植木の剪定葉等や草木は土地に余裕があれば、細切して堆肥化

する

９）使い捨てからものを大事にするライフスタイルヘの変更

などがある。

以上記載してきたように、ダイオキシン類による人体汚染の現状、

資源の枯渇化、地球温暖化などを考慮すると、大量生産、大量消費、

大量廃棄というライフスタイルを変えざるを得ない状況にある。今

こそ、産官民が一体となって協力して、循環型社会を目指した社会

システムを構築することが必要である。
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ダマノスキさん（左）
と通訳の長井鞠子さ
ん（右）

持 続 可 能 な 化 学 産 業 を

「奪われし未来」の出版以来、「では、どうすれ

ばいいのか？」との質問を数多く受けました。個

人、家族、近隣、地域、国、世界と、いろいろな

レベルでさまざまな答があると本にも書きました

が、本日は「広角度行動主義」というテーマでお

話したいと思います。

これは、足元の環境問題に対処するだけでなく、

その根本原因たる現在の化学産業や貿易のあり方、

さらにはそれらを規定する科学や世界観に挑戦す

る運動です。

第１回「地球の日」（１９７０年）を取材して以来、

３０年間環境報道に携わり、この間、問題が地域か

らグローバルに、そして、目に見えやすい公害か

ら見えにくい温暖化や環境ホルモンなどの地球環

境問題へとシフトし、しかも速度が上がるのを目

の当たりにしての、私の結論です。

環境保護運動は、各地で発生する山火事に対応

するだけでは不十分で、放火魔自体を叩かない限

り、地域も子どもも守れないと考えるのです。具

体的にお話しましょう。

まず、現在の化学産業への挑戦ですが、ある特

定の化学物質に反対するだけでは不十分でド持続

可能な”化学産業を追求する必要があります。ス

ウェーデンでは、政府の化学品政策委員会が、過

去１世紀の経験から化学物質の有害性を将来にわ

たって予想することは不可能だとの結論に達し、

そこから企業に対し２００２年までに適切な製品情報

を添付すること、２００７年までに残留性有機汚染物

質をすべての製品から除去すること、さらに２０１２

ダイアン・ダマノスキｏ「奪われし未来」の著者の一人で、現在
タフッ大学（ボストン）教授。前ボストン・グローブ紙記者。ボ
ストンの公共テレビを振り出しに１９７０年から環境報道に携わる。

年までには生産プロセスからも廃絶することを義

務づけました。同委貝会は、業界を変えるため、

今までのやり方とは違うというシグナルを発し、

かつメーカーにも変化の時間を与えようとしてい

ます。持続可能な社会へ移行する過渡的措置とし

ては素晴らしいものだと思います。

ＷＴＯとＰＯＰｓに市民の声を

貿易については、ＷＴＯ（世界貿易機関）に注

意する必要があります。ＷＴＯは事実上の世界政

府として台頭しつつあり、各国が民主的なプロセ

スをへて積み上げた環境政策を無にしかねない強

大な権力を持ちつつあります。しかも、ＷＴＯを構

成する人々は有権者に選ばれたわけでもなく、議

事も公開されていません。彼らの、自由貿易こそ

が全てに優先するという基本哲学は大変危険です。

多数国聞自由貿易協定についても同様の問題点を

指摘できます。

科学については、リスクアセスメントを擁護す

る科学者の声が日本でも強くなっていると問いて

います。この手法は、化学物質に関し人間は十分

な知見を持っているから、合理的な評価が可能だ

という前提に立っている点で危険だと思います。

フロンの例をひくまでもなく、化学物質の危険性

を予測しえるところまで人類は到達していないの

です。スウェーデンのように、予防原則に立つこ

とが正しいと思います。

２０００年３月に条約国会議の開催されるＰＯＰｓ（残

留性有機汚染物質）の交渉も重要です。ＰＯＰｓは、

生物濃縮性を有するので女性の体脂肪に蓄積し、

胎児が子宮内で有害物質に晒されるという点から

も大変危険な物質です。ＰＣＢ、ＤＤＴ、ダイオキシ
ンなどを国際的に規制するための条約交渉で、科

学的な評価と協議を継続するシステムが必要です。

是非、日本政府がリーダーシップを取るよう働き

かけて欲しいと思います。

子ども、地域を守るには、世界のルールをつく

っているところや、そこを規定する科学や哲学を

変えていかなくてはならない、これが、逃れられ

な真実だと考えています。

編集部注：本稿は１９９９年１１月１３日、上腎大孚での講演要旨です。

ＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯ１４●



国民会議シンポジウ４

● ● ●

ＯＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲｖｏｌ４

陥環型社会基本法
あるべき拡大生産者責任とは何か？

舜 ，

-ス、第二に再使用するリユース、第三に回収され

たものを原材料として利用するリサイクル。郡鴬教

授によると、ドイッは１凶４年に循環経済・廃棄物法

を制定、製品の生産から廃棄に至る全てのライフサ

イクルを通じて物をつくる側がごみの少ない製品を
つくるなどして、できるだけごみが出ないよう、ま

た環境に負荷を与えないようにしています。

郡嵩教授は、ドイッの『包装容器の発生回避に関

する政令』に、製品の生産から廃棄までの全ての段

階で廃棄物の適性処理を考慮する責任がメーカーに

あるとする「生産者責任」の考え方が初めて盛り込

まれ、それがＥＵ（欧州連合）と欧州経済協力機構

（欧州経済協力機構）に採用され、「拡大生産者責任」

に発展した経緯を説明、そのうえで「これからの社

会は、生産者が設計段階からごみの量、および環境
への影響が最小になるよう設計するなどして３Ｒを

推進し、静脈、つまり循環経済を動脈産業の中に内

部化することが必要です」と強調しました。

●●●

「有害物質の循環は絶とう」 鵜飼氏

ふ夕 餉 〃

提 言をもとにシンポジウム
国民会議では、１月２９日、Ｆ循環型社会基本法
（仮称）の制定に向けてーあるべき拡大生産者責任
とは何か」をテーマにシンポジウムを開き、国民会
議のまとめた立法提言のたたき台をもとに活発に議

論しました。循環型社会法案については、与党３党
閥で自民党案と公明党案の調整が進むいっぽう、民
主党がこれに対抗する法案をまとめるなど政党間の
動きが急。国民会議は３月ｎ日に修正作業をしたの
ち、政府や各政党に提言します。
●●●

必要な「ごみを最少にする社会づくり」
このシンポジウムは、学習院大学（東京都豊島区）

の小講堂で約１００人が出席して開かれ、まず国民会

議のプロジェクトチームを代表して鹿野美紀常任幹
事（弁護士）が提言のたたき台の概要を説明しました。
次に郡鴬孝同志社大学教授（経済学）が基調講演
に立ち、ドイツでは優先順位を決めて３Ｒを実施し
ていることを紹介しました。３Ｒとは、第一にでき
るだけごみにならないように発生を抑制するリデュ パネリストは郡鴬教授のほか、鵜飼照喜信州大学



阪剔」の制定に

教授〔環境社会学〕、高見牧人通産省環境立地局リ

サイクル推進課課長補佐、伊藤哲夫環境庁水質保全

局海洋環境・廃棄物対策室長、鹿野弁護士の５人。

鵜飼教授は「鉱山跡のズリや産廃焼却処理場などか

ら流出・排出された有害物質が湖底や河口・海湾底

などのヘドロに蓄積され、それが食物連鎖を通して

人体を汚染している。また農業に使われた塩化ビニ
ールが焼却処理され、ダイオキシン汚染を起こして

います」と述べ、有害物質の循環を絶つような循環

型社会づくりの、£ヽ要性を訴えました。

・●母

「環境情報の提供で３Ｒ推進」

「環境庁が法案骨子まとめた」

高見氏

伊藤氏

向けて
▼基調講演をする郡罵教授
-

Ｊ ゛゛

呻吟
・ ４

ｙ参加者と肘綸するパネラーたちー

峰
宍
ズ
ゾ
’
Ｊ

辺

ロにする技術が開発されつつある。焼却炉を全廃せ

よ」汀拡大生産者責任をもっとはっきりと打ち出し、

持続可能な社会を創るべきだ」など、活発なやり取

りが行われ、時間を延長してもまだ足らないほどで

した。司会者が会場の大塚直学習院大学法学部教授

にコメントを求めると、大塚教授は「拡大生産者責

任は家庭系廃棄物を前提にした考え方。産廃は含ま

ないので、誤解なさらないように。一つひとつの製

品について、リサイクル費用を考えるべきか、それ

ともメーカーが総合的に考えるべきかが、一番のポ

イントです」とコメントしました。

最後に司会の中下裕子国民会議事務局長が「今後、

たたき台のほかに、個別法もさらに検討して提言し、

それを基本法づくりに反映させていただきたいと思

います」と締めくくり、今後の政党、行政に対する

提案行動への参加を呼びかけました。

ＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲｖｏｌ４０

高見補佐は産業構造審議会の報告書に基づき、課

題としてリデュース、リユース、リサイクルの３つ

を挙げ、「事業者による環境情報の積極的な提供や

国による、その基盤整備、業種間連携、ライフサイ

クル・アセスメントやリデュース・リユースの技術

開発により３Ｒを推進します」と話しました。拡大

生産者責任については「社会的に必要なものや価値

あるものには生産者の役割があります。それ以外は

個別に検討すべきです」と述べました。

●●●

参 加 者 に よ る 活 発 な 意 見 交 換

最後に伊藤室長が自・自・公３党の合意で循環型

社会の枠組みとなる制度づくりが決まり、自民党の

要請を受けて環境庁が関係省庁の協力を得て循環型

社会基本法案（仮称）づくりに取り組み、骨子案をま
とめた経緯について報告、その概要を説明しました。

昏命●

これを受けて、意見交換や質疑に入りました。質

問は塩ビを使用しない製品づくりへの通産省の取り

組みなどを問うもの、意見では「ダイオキシンをゼ
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心

いう言葉も印象的でした。人間は、無我夢中でよ

り便利な世の中を求めてきました。そのことによ

って、私も皆さんもきっと大好きな自然をなくし

てしまうと、ニコル氏は語りました。「皆さん、

今はなんだってあると、思いませんか。」人は間

違っています。何か騒ぐものがないと、生きてい

えてみると確かに日本は森林の多い国です。また、

もうーつ「人は何かを求め続けてきたがそのもの

が達成されると、また新しいものを求める。ｊと

私はその時、その言葉を疑いましたが、よく考

に話してくれました。その中で、私の心に強く残

った言葉があります。それは「日本は森林が多い。」

の 一 言 で す。
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今年の５月、私は「Ｃ．Ｗ．ニコル氏」の講演会に

行きました。ニコル氏は、私達に問いかけるよう

難

日本は「木」「森林」って多いと思いますか。
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茨 城県江戸崎町立江戸崎中学校一年浅野みなみ

これは『森林組合連合会』が森林保護をテーマに、

小中学生に作文を募集したところ、ちょうどニコル

さんの講演を聴いた浅野さんがこの作文で応募し、
「森林組合連合会長賞」を受賞したものです。

ΦＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯ１４



けない。注目を浴び続けていただけの、空しい生

活。「人」以外のものは、なんの罪もないのに奪

われていくものがあります。それは、居場所です。

私達人間の居場所さえなくなってきているのに

まだ気付かない人も多いのではないでしょうか。

私は、自然が大好きです。森林は私達を、悲し

い時も楽しい時も、心ゆくまですっと今まで包ん

でくれました。こんなに私達のためにつくしてく

れている森林達に、私達はどんな贈り物をしてい

るでしょうか。それは、「破壊」。今「森林破壊」

という言葉をよく耳にします。「どうでもいい、

私には関係ない。」と思っている人はいないでし

ょうか。あなたは今どこに住まわせてもらってい

るのか、考えてみて下さい。

森林は、自然災害にも耐え私達を守り「人」を

いて下さい。森林達は語り、あなたに皆さんにこ

れからどうしてほしいかを、伝えてくれるはずで

す。森林の中にいて、嫌な気分になる人はいない。

反対に森林、このかけがえのないものを、ほって

おく気にはなれないでしょう。森林を、みんなで

愛そう。新しい自分が芽生えます。森林達に語っ

てもらうと、不思議なことが起こります。不思議

を体験してみたくはないですか。体験した「人」

は、森林達が心よくあなたを愛し、優しく包んで

くれます。

森林、自然が危険。それを救えるものほど勇気

があるものは誰。「人」です。人は数々の者に挑

戦してきたのではないか。ここまで進んだ「破壊」。

「人」は、もうこれ以上見たくないと言うでしょ

う。森林がまた昔のようにほほ笑みかえるのは、
愛 してくれて い ま す。 人 も 「 森 林 」 を 愛 して あ げ 皆 さ ん の 勇 気 と 希 望 が あ れ ば で き ま す。 も う 一 度

なくてはならないのに、それは十分になされていそのほほ笑みを、森林にしてもらおう。そのため

るでしょうか。では、どうすることが「森林」をには、皆さん一人一人が誇りを持つことです。

愛 す る こ と な の で し ょ う か 。 ゴ ミ が 落 ち て い た ら 私 が こ の よ う な こ とを 皆 さ ん に 伝 え た か っ た の

拾う。こんな小さな気遣いを森林は、ちゃんとみは「Ｃ．Ｗ．ニコル氏」の発言力から生まれたもので

てくれているのではないでしょうか。そして、今

の私、皆さんがいるのだと思います。

木が私達を包んでくれるわけを考えてみまし

す。ニコル氏は、とてもすばらしい人です。私の

知っている人の中では一番森林を、自然を、愛し
・ｆｇ｀ｊＪ・ＩＱ。ｔ-（１【コｆＵ１．＼ｉ１ＳＪＩＪＩ丿’ｔ可汲（Ｌみましている人だと思います。「破壊」は日本だけの問

た 。 木 、 森 林 は 人 が 大 好 き 。 で も 人 は 、 そ の こ と 題 で は な く 、 世 界 に も つ な が る こ と で す 。 ニ コ ル

を分かっていたのでしょうか。森林と人とは、昔

からの付き合いです。どちらも、かけがえのない、

なくてはならない存在。皆さんが分からなかった

ら私が教えてあげます。私が嫌なら、森林達に聞

氏も言っていました。私は、ニコル氏が住んでい

るところに行ってみたい。そして、じっくりと話

してみたい。ニコル氏のように世界中の人が森林

を、自然を愛してくれるために。

ＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯ１４Φ



ＰＣＢ、ＤＤＴ、ダイオキシンなど有害化学物質の廃絶で国際ＮＯＯと連携する

「残ｉ習性有機汚染物質（ＰＯＰｓ）廃絶」
日本ネットワークヘの
参加者募集中

ダイオキシンやＤＤＴ、ＰＣＢなど環境中にｊ見期間

残留し、大気や水に逆ばれて世界中に拡散する、さ
らに食物連鎖を通じて人間に破壊な影響をもたらす

汚染物質を国際的に規制する条約作りがこの３月に
大詰めを迎えます。
国連環境計画（ＵＮＥＰ）が主催する残留性有機汚
染物質（ＰＯＰｓ）の第４回政府間交渉会議（ボン・
ドイッ。３月２０日～２５口）がそれです。

「ＰＯＰｓ廃絶日本ネットワーク」
（ＪＰＥＮ）設立趣意書

ｅＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯ１４

２０世紀は、人類が大量の人工化学物

質を作り出した時代でした。化学肥冷４、

農薬、医薬品、プラスチックなどの化

学物質は、私たちの生活を便利なもの

に変えました。

ところが、これらの化学物質の中に

は４人間や生態系にさまざまな毒性を

もたらすものもあることが、わかって

きました。その筆頭に挙げられるのが

？ＯＰｓ（Ｆ）ｅｒｓｉｓｔｅｎｔｏｒｇａｎｉｃＰｏｌＵａｎｔｓ
の略、日本語で「残留性有機汚染物質」）

と呼ばれる化学物質です。これらは、

環境中に長期間残留し、大気や水に運

ばれて世界中に拡散し、さらに食物連

鎖を通じて人間や野生生物に破壊的な

影響をもたらすのです。現在、ダイオ

キシン、ＤＤＴ、ＰＣＢなど１２物質がリ

ストアップされています。

ＰＯＰｓの野生生物への影響としては、

（ １ ） 生 殖 率 の 低 下 ‥

（２）甲状腺機能の異常とホルモンシ

ステムの機能障害

（３）オスのメス化とメスのオス化

（４）免疫機能の低下

（ ５ ） 行 動 異 常 ‥

（６）腫瘍、ガン

（７）奇形の増加

などが分かっています。

また、人間に対しても、

（１）発ガン性

（２）学習障害、神経行動障害

（３）免疫毒性

（４）生殖毒性

（５）子宮内膜症、糖尿病の増加

などの影響があるとされています。特

に、乳幼児や女性が影響を受けやすい

と言われています。

また、汚染源から遠く離れた北極の

地で、ＰＯＰｓとは無縁の生活を営んで

いるイヌイットの人々の体内には、工

業国の住民よりはるかに高濃度の汚染

が蓄積されていることが報告されてい

ま す。

ＰＯＰｓによる汚染は、その性質上、



ダイオキシン・環境ホルモン対策国民会議（代表

立川涼・前高知大学学長）では、この条約交渉に

参加し、規制の強化を各国政府に求めるＮＧＯのネ

ットワークをつくり、交渉団を派遣したいと考えて

います。同会議ではＮＧＯも政府代表と同じフロア

で発言することができます。

既に条約交渉で活動中の「残留性有機汚染物質

（ＰＯＰｓ）廃絶」国際ネットワーク（ｌｎｔｅｒｎａｔ柚ｎａｌ

ＰＯＰｓＥｌｉｍｉｎ面ｏｎＮｅｔｗｏｒｋ、略称ＩＰＥＮ）に対応

するロ本のネットワーク組織「残留性有機汚染物質

（ＰＯＰｓ）廃絶日本ネットワーク」を日本国内の

ＮＧＯとともに設立し、有志で条約交渉会議に参加

する予定です。

発足を記念して、２月２６日に設立記念講演会を開き、

残留性有機汚染物質の現状と対策につき、日本、ア

一国のみの努力で解決できる問題では

ありません。地球規模の国際的取り組

みが求められています。現在、ＵＮＥＰ

（国連環境計画）を中心として、ＰＯＰｓ廃

絶に向けた国際条約作成の作業が進め

られています。１９９８年から２０００年まで

に合計５回の会合を開いて、条約文書

を確定する予定です。

既に、交渉会議は３回開催され、

２０００年３月にボンで第４回目の会合が

予定されています。

わが国をはじめ多くの先進国では、

既にＰＯＰｓの製造・使用は禁止されて

います。しかし、途上国の中には、現

在もマラリア対策にＤＤＴを使用してい

る国もあり、廃絶には、安全な代替品

の開発が不可欠です。ＰＯＰｓ国際条約

の策定を円滑に進めるためには、こう

した途上国の立場を配慮して、先進国

が積極的に技術・資金援助を行うこと

が求められています。

また、当該物質の製造・使用を禁止

ジア、世界の最新状況を聞きました。講演内容につ

いては、次号で報告します。

ＰＯＰｓ廃絶日本ネットワークに参加ご希望の団体、

個人は、国民会議事務局までお申し込みください。

折り返し資料をお送りします。

運営団体
賛助団体

個人
振り込み口座

加入者名
一
Ｉ
Ｉ
‘

普通預金

するのみならず、現存する在庫品や使

用中・使用済みの製品を回収して安全

に処理する必要性もあります。そのだ

めにも技術面や資金面での援助は欠か

せません。

周知の通り、わが国は、技術力、財

政力両面で、アジア諸国の中で大きな

影響力をもっています。今こそアジア

地域において、ＰＯＰｓ廃絶のために主

導的役割を演じることが求められてい

ると思います。それには、政府・産業

界はもとより、市民・ＮＧＯも協力して、

国を挙げて取り組匹謳があります。

わが国には、環境問題をはじめ、子

ども、女性、開発、平和、人権、消費

者問題など、さまざまなＮＧＯが活動

しています。ＰＯＰｓによる汚染問題は、

どのＮＧＯにとっても避けて通ること

のできない重要な課題です。２０世紀の

負の遺産を２１世紀まで引き継ぐことな

く早期に解決することは、地球市民と

してのわれわれの責務なのです。

分担金１０，０００円／□
年会費１，０００円／口
年会費１；０００円／□
さくら銀行厚木支店

残留性有機汚染物質廃絶日本ネ
ットワーク代表：橘高真佐美
７！ｉ９９１６５

現在、世界のＮＧＯは、民族、国籍を超

え、さらに活動分野も超えて、「ＰＯＰｓ

廃絶国際ネヅトワーク」（ｌｎｔｅｒｒｌＥｌｔｉｏｎａｊ

ＰＯＰＳＥｌｈｉｎａｔｉｏｎＮＥＴＷＯＲＫ、略称

ＩＰＥＮ）を軸に結集し、共同して問題の

解決に取り組んでいます。＝

今こそ、わが国において＝も、ＰＯＰｓ

廃絶という人類共通の課題解決に、国

内のＮＧＯが大きく団結するときです。

この役割を自覚し、アジアをはじめ世

界のＮＧＯとも連帯して、着実にアジ

ア地域のＰＯＰｓ廃絶に取り組む必要が

あります。

そのためのネットワーク組織として

（ＰＯＰｓ廃絶日本ネットワークＪＧＪＰＥＮ）

が設立されました。実効性ある国際条

約が締結されるよう、国際会議でのロ

ビー活動をはじめ、情報交換、啓発活

動、監視活動、各界への政策提言など

を 行 っ て い き ま す 。 ｌ

趣旨に賛同される市民・Ｎ（ｊＯが多数

参加されることを願っています。

２０００年２月２６日

ＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯＩ、４＠



パブリック
コメントに
応募しましょう

各省庁が新しい施策を始めよう

とするとき、新しく基準を定めよ

うとするときなどに、一般から意

見募集（パブリックコメント手続）

をしているのをご存じですか？

たとえば、今年１月１５日にダイ

オキシン法が施行されましたがこ

れに先立って、昨年１０月から１１月

にかけて、環境庁から大気、水質、

土壌についてそれぞれ［ダイオキ

シン法に基づく環境基準の設定に

ついて］、大気・水質について「ダ

イオキシン法に基づく特定施設の

指定及び排出基準の設定等につい

て」などの意見募集がなされまし

た。ダイオキシン・環境ホルモン

対策だけをみても、環境庁のほか、

人の健康や廃棄物行政関連で厚生

省、建築廃材等廃棄物や河川関連

で建設省、農林畜産物の汚染や食

品廃棄物関連で農林水産省、化学

物質管理や原材料対策関連で通産

省など、多数の省庁の施策が関係

しています。私たちはそれぞれの

施策をチェックし、意見を述べて

いく必要があります。意見募集制

度は、私たち主権者である国民が、

具体的な施策や基準作りの過程に

直接参加できるとても大切な機会

な の で す。

国民会議では、これらダイオキ

シン法関連の意見募集の多くに意

見を提出してきました。ところが、

せっかくこのような機会があって

も、実際提出される意見の件数は、

とき１こは１０件にも満たないことも

あるとのことです。

意 見 の 応 募 が 少 な い 背 景 に は、

まだ制度自体があまり知られてい

ないということ、各回の意見募集

の広報が主にインターネットを媒

体として行われているため情報に

ふ れ る 機 会 の な い 人 も 多 い こ と、

各回の意見募集期間がおおむね１

か月と短いことなどがあげられる

と思います。インターネット以外

の広報を行っているのかどうか環

境庁・厚生省・建設省・農林省・

通産省の各広報担当部署にききま

したが、いまのところ新聞（掲載

されないこともある）・省庁の広

報誌をみるか、こまめに広報室ま

たは担当部局に問い合わせてもら

うしかないとのことでした。他の

省庁も同様のようです。

制度はあっても、活用しなけれ

ば意味がありません。まず、今あ

る意見募集制度を利用してどんど

ん意見を提出しましょう。あわせ

て、各省庁により多くの人が情報

を得られるような広報をするよう

呼びかけていきましょう。

意見募集要綱は各省庁のホーム
ページに掲載されますが、下記に

問い合わせるとファックスや郵送

でも情報提供されます。

環境庁広報室ＴＥＬ０３-５５２１-８２１３

厚生省広報室ＴＥＬ．０３-３５０１・７８５３

建設省大臣官房政策課ＴＥＬ．０３・５２５１-１８１０

農林水産省広報室ＴＥＬ．０３-３５０１・３７２０

通産省報道室ＴＥＬ．｛｝；ｌ-３５０１-１６１９

国民会議では、ダイオキシン・環境ホルモン対策に関して

各省庁の意見募集にできる限り応じていきたいと考えていま

す 。

意見募集のテーマ、期間等は各省庁ごとのホームペ一ジで

広報されるのですが、これを頻繁にチェックして国民会議事

務局に知らせるボランティアをして下さる方を募集します。

国民会議事務局ｅ-ｍａｉｌ．ｋｏｋｕｍｉｎ＠２ｌｔｔｇｌｏｂａｌ．ｎｅｔ
までご連絡下さい。

＠ＮＥｖｖｓＬＥＴＴＥＲレｖｏｌ４



ＮＥｌｉＶＶＳ

○第３次提言を関係省庁｛，こ 提 出 ｀ ‘ -゛

１９９９年ｉｌ月２０日には、第３回シンｉ学際的専門家とともに１９９８年９月に設立さｉ塩ビ対策、塩素系化合物及びハロゲン

ボジウム「ダイオキシンの原因を絶つれたＮＧＯです。ダイオキシン・環境ホル化合物対策として

ために一廃棄物・素材対策を考えｉモン問題の抜本的解決を目ざして、政策・塩ビ食品の製造・使用の段階的禁止

るー」を開催し、宮田秀明さんの基調｜の提言とその推進を活動の中心としていミ・環境税の導入

講 演 （ 冒 頭 記 事 参 照 ） の 後 、 「 ｜ 。 ダ イ ま す 。 ・ ガ イ ド ラ イ ン の 設 定 等 ハ ロ ゲ ン 化 合 物

オ キ シ ン 類 の 排 出 源 対 策 」 「 ２ ． ダイ オ 国 民 会 議 で は 、 発 足 以 来 、 ダイ オ キ シ の 使 用 削 減 策

キシン類を発生きせないための素材対ン類に対する緊急対策の提言に取り組ん・表示の義務付け、自主表示の促進

策ｊ「３．ダイオキシン類を含むおそれでいます。次の四次に分けて順次提言を２．農薬対策についての提言

の あ る 農 薬 対 策 」 等 に つ い て 国 民 会 議 行 う こ と に し て い ま す 。 ・ 農 水 省 に よ る 農 薬 の ダ イ オ キ シ ン 含 有

案 を も と に 議 論 し ま し た 。 ｜ 第 一 次 提 言 ： 組 織 ・ 調 査 体 制 の 整 備 Ｕ 量 の 有 無 の 調 査 等

その結果をまとめて、「１．ダイオキＴＤＩを含む各種基準の設定、高濃度汚・農薬登録時の確認方法の改善

シ ン 類 の 排 出 源 対 策 」 に つ い て は ｉ 染 地 １ 或 対 策 、 土 壌 汚 染 対 策 ： ・ 農 薬 取 締 法 の 改 正

１９９９年１１月にパブリックコメントと第二次提言：母乳汚染対策、食品汚染対

し て 環 境 庁 ・ 厚 生 省 に 提 出 し 、 「 ２ ． ダ ｌ 策 ＿

イオキシン類を発生させないための素ｉ第三次提言：排出源対策、素材対策

材対策」「３．ダイオキシン類を含むお第四次提言：総合的廃棄物対策、包括的
それのある農薬対策Ｊは２０００年２月１１化学物質管理対策

日に厚生省、通産省、農水省、環境庁ｉこの行動計画に基づき、既に第一次～
に 提 出 し ま し た 。 ｉ 第 三 次 提 言 を 発 表 し ま し た。

提出にあたっての担当者との懇談の１●第一次提言骨子

席で、国民会議から塩ビ等の製造・使１．ダイオキシン類緊急対策本部の設置
用の段階的禁止等を求めたのに対し、２．ダイオキシン類調査研究体制の整備
厚生省・通産省の担当官から「現段階３．ダイオキシン類の耐容一日摂取量

では直ちに規制に踏み切るだけの科学（ＴＤＩ）の見直し

的根拠があるとまではいえないｊとの４．「ダイオキシン類緊急対策特別措置
コ メ ン ト が あ り ま し た 。 Ｅ ・ 法 」 の 制 定

これに対し、立川代表は「科学的知５．「土壌・地下水汚染の防止及醜争イヒ

見も大切だがそればかりに依拠してい｜に関する法律」の制定
ては科学的な証明が難しい複雑な問題●第二次提言骨子
には対処できない。科学一辺倒で何も：１．母乳汚染対策等についての提言

できないということにならないよう、・希望者への母乳・血液調査システムの

場合によっては科学を越えて国民の方確立を含む調査研究の整備
を見た政策立案をする必要があるので・徹底した情報公開と的確なカウンセリ

はないか。その意味では行政の役割はｊングシステムの確立
おおきい。」と発言し、関係各省庁の２．食品汚染対策についての提言

対応の強化を求めました。

＊ ＊ ＊

・食品規制や食事指導の実施のための調

査研究をふくむ調査研究の整備

１・段階的食品規制、食事指導の実施

「ダイオキシン・環境ホルモン対策国民ｉ・産地表示を含む情報公開の徹底

会議（以下国民会議といいます〉）は、●第三次提言

１５８名の女性弁護士の呼びかけで、５０名の１１．素材対策に関する提言

焼却炉が密集する所沢で、昨年１０月
３０日出、シンポジウムＦ所沢を住民が

安心して暮らせるまちにするためにー
ダイオキシン法をどう活かすかー」が

国民会議の主催で行われた。

初めに、パネリストの釜井英法氏
（弁護士・さいたま西部ダイオキシン
公害調停申請者代理人）と前田俊宣氏

（さいたま西部ダイオキシン公害調停
をすすめる会事務局代表）から、１０月

から始まった公害調停の意義とその見
通しが説明された。

これを受けて、関□鉄夫・財団法人
日本農村医学研究所客員研究員と鵜飼

照喜・信州大学教育学部教授（国民会

議廃棄物委員会委員長）の両氏は、住

民自らが地域を調査し、事実を集積し
行政、企業に対峙する運動手法を提案

した。両氏のコンビは、長野県内で約
３０か所の廃棄物施設をストップさせた

実績を持つ。２人とも当日は朝から現

地を実査した上で発言し、迫力ある提
言に、１００名余りの参加者は熱心に聞
き入り、白熱した討論が繰り広げられ

た 。 」

ＮＥＷＳＬＥＴＴＥＲｖｏｊ．４Φ



Ｎ］に１１４７ＶＳ

会場はいづれも東京霞ケ関弁護士会

館１０階

環 境 ホ ル モ ン 委

●３月２６日
１８：００～２０：００

廃 棄 物 委

原則として
毎月第１木曜日１８：００～

編 集 委
●３月２７日（月）

（１００６号室）

（部屋未定）

（部屋未定）

現在日本各地で新生児男女出生比率
に何か異常は起きていないか調査をし

ています。なかなかデータが集まらな
いので、会員の皆様のうち、関東地方

以外の県庁所在地に在住在勤の方に、
ぜひご協力いただきたいのです。

昭和４９年１月から平成９年１２月まで

の市町村別の男女出生数が記載された
もの、及び市町村がわかる地図を県庁

でコピーなどして、私宛に送付してく

ださるだけです。
もし余力がある方はパソコンで処理

してくださるとなおあ付卜茫いです。

パソコン処理のソフトはメールでお送
りします。

なお、すでに終わった県もあります
ので、あらかじめ電話、ＦＡＸ、メール

で問い合わせてください。

●送付及び問い合わせ先

ＴＥＬ（）３-３４３１・５９０８

ＦＡＸ．０３-３４５９・１２１２

ｅ-ｍａｉｌ．ｍ-ｋａｎｌｉｙａｍａ＠『ｌ肌ｙ．ｃｏｍ

ダイオキシン・環境ホルモン対策国

民会議は現在、初年度からご入会いた
だきました約Ｕ００名の方々から、２

年度目となる１９９９年１０月１日から
２０００年９月３０日までの年会費を納入
していただいておりますが、まだ全員

の方の手続きが終了しておりません。

今後のより充実した活動のため、ぜひ

今後も引き続き会員として会費を納入
し、国民会議を支えて下さい。個人会

員は２、０００円、賛助会員はーロ１０、０００

円です（□数をご確認下さい。増□歓
迎）。

お手数ですが、最寄りの郵便局に備
え付けの「郵便振替用紙」をご利用の
上、

００１７０-１-５６６４２

ダイオキシン・環境ホルモン対策国民会議
にてご送金ください。

編 集 後 記 ｕ ｎ 会 ｎ ａ 佐 和 洋 亮
情報化社会は、「思っている以上に世の中積み重ねて、三次までの提言をし、現実に

は早い速度で進んでいます。乗り遅れないダイオキシン対策特別措置法などの立法に

ように」という「情報化情報」が流れ、パ少なからぬ影響を与えてきた。

ソコンを前に置かないと、現代人としてはこれからもさらに四次、五次の提言を継

失 格 者 で あ る か の よ う だ 。 続 す る こ と に な ろ う が 、 提 言 を 受 け る 相 手

昔、テレビが普及し始めた頃、Ｆ１億総白にさらに真剣にそれを受け止めさせるには

痴化する」とある評論家は言ったが、今の（ただ聞き置いて役所のロッカーにしまわれ
ケイタイの普及や情報の洪水化現象は、果ては困る）、やはり、国民会議の側の力量を

たして私たちに何をもたらしているのか。一層充実させることも大切だと思う。その

そんな情報の流布と同じように、環境ホ意味で、「お上」に対する提言と同時に、国
ルモンも姿を隠して地球上を駆け回ってい民に向けた「提言」をも充実させ、会員の

る（今頃は、新聞やテレビでのその「情報」拡大などを含めて運動体としての質・量の

は 一 時 程 で は な い よ う だ が ） 。 強 化 も 重 要 な 今 後 の 課 題 で あ る と 思 う。
この国民会議では、主として立法・行政このような点からも、このＦニュースレ

〈政府関係機関や政党・国会議員〉に種々のターＡｃｔｉｏｎｊを皆さまの力で一層充実させ
提 言 を して、 そ れ を 政 策 に 反 映 さ せる よ う て ゆ き た い。

地道に準備をし、シンポジウムや検討会を
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＊国民会議事務局のＥ・ｍｏｉｌアドレスが変わりました。新アドレスは、ｋｏｋｕｍｉｌ＠ｉｌｌｌｇｌｏｂａｌ．ｎｅｌです。


